
【GIGA×指導の工夫・改善】　ふりかえりとめあての連鎖〜教師による、より深い学びへの支援〜

久喜市立桜田小学校（埼玉県）【指定校】リーディング DXスクール事業　【 GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

見通しをもつ

ルーブリック・単元の計画の提示
単元の最初に教師⇔児童で確認

主体的に学ぶ

【児童にゆだねる】
・自分で計画を立てる
　　（自分のめあてをもつ）
・学び方・まとめ方を選択する
　　（誰と　何で　何を学ぶか）
　　（どうまとめるか→ゴールの設定）

めあて・ふりかえり

　◯前時のふりかえりと次時のめあてが連鎖し、
　　　　　　　　　　　　　　　より深い学びへつながるよう、教師が支援

・視点を明確にし、共有する　　・他者参照で、多様な考えに触れる

教科の見方・考え方を
働かせることにつながる
めあてとルーブリック

見通しをもち学習に
臨むための学習計画

①学習の充実につながる
めあてを取り上げ、学びの
質の向上を促す
④ふりかえりをもとに、よ
り学びが深まる指導につ
なげる

①めあてをたてる

②学習する
③めあてに対してふりかえる

④本時の学びを次時に
つなげる

思考ツールの活用

児童の学習活動 教師の意図・働きかけ

【見通しをもつ】
・全体で共有される単元の
　学習計画とルーブリック
　により見通しをもった学
　習活動が実現される。

【主体的に学ぶ】
・児童は自分たちで学習の
　計画を立て、学び方、ま
　とめ方を選択する。
・必要に応じて、適切な思
　考ツールを自ら活用する
　こともある。

【めあて･ふりかえり】
・他者参照可能なふりかえ
　りシートに、一人一人が
　ふりかえりを入力する。
※ふりかえりの観点を示す
　シート

【より深い学びへの支援】
・本時で達成したこと、児
　童一人一人の次へつなが
　る学習意欲を教師が見取
　り、次時のめあてに反映
　させる。より深い学びへ
　導く。


